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近年、コスタリカの経済成長に
貢献してきた観光産業のなかで、医
療
ツ
ー
リ
ズ
ズ
ム
の
成
長
が
著
し
い。本稿は、同国への医療ツーリズムとその背景について、近況をご報告する。●政府の積極姿勢　
コスタリカ政府の医療ツーリズ
ムへの積極姿勢は、同国の在カナダ・在米大使館のウェブサイトからうかがわれる。　
在
カ
ナ
ダ
大
使
館
サ
イ
ト
の「
観
光」タブを開くと、そこには「医療ツーリズム」の動画がある（全八
分
三
〇
秒
）。
ラ
ウ
ラ・
チ
ン
チ
ー
ジャ現大統領とオスカル・アリアス前大統領が出演し、コスタリカの医療技術の高さを強調する。医療機関の国際認証取得の実績と、価格の安さが説明される。ラストで、美容外科手術後のサングラス
男
性
が、
「
一
〇
歳
か
ら
一
五
歳
位
若
返
っ
た
よ
」「
プ
ー
ラ・
ビ
ー
ダ・
コ
スタリカ」と言い放ち、立ち去る（http://w
w
w
.costaricaem
bassy.
com
/tourism
.php ）。
　
在米大使館サイトにも類似の内
容の別の動画が掲載されており、こちらには競争力大臣が登場する（全九分二二秒）
。これらの動画は
北米二国市場限定 ＰＲである。　
医療ツーリズムの振興組織とし
ては、医師・病院・政府機関の公民連携のため、 〇〇七年にコスタ
リ
カ
国
際
医
療
推
進
協
会
（
C
onse-
jo para la P
rom
oción
 In
tern
a-
cional de la M
edicina de C
osta 
R
ica: P
R
O
M
E
D
）
が
結
成
さ
れ
た。医療機関やファシリテーターへの認証付与、人材育成、広報などを行う業界団体である。　
ＰＲＯＭＥＤは医療ツー ズム
を、
「
出
発
国
よ
り
も
安
い
コ
ス
ト
で
職業的な医療手当を受けるために他の国に旅行する行為」と定義している。この定義に異議はありうるが、旅行の主要目的に医療が含まれれば、医療ツーリズムと考えて良いであろう。通常、在留外国人の医療受診や別の目的をもつ旅行者の偶発的医療受診は、 れに含まれない。政府は温泉や代替医療など医療外 活動を含む ヘルスツーリズムを振興している。　
産業育成の画期は、二〇〇九年
二月、アリアス政権がへルスツーリズムを国民的利益とする政令を公布したことである。この政令は先進国の医療事情を述べ、コスタリカが地理的立地 気候、政治経済の安定、ヘルスシステムへの世界的な評価等の点で競争優位 持つとする（参考文献③）
。
　
これを受けてコスタリカではさ
まざまな育成策が採られてきた。
貿易振興機関ＰＲＯＣＯＭＥＲは米国への医療ツーリズム振興使節団の派遣、米・カナダ市場の調査とＰＲを進めてきた。　
さらに、二〇一〇年以降毎年、
ＰＲＯＭＥＤとコスタリカ観光庁（Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
が
運
営
す
る
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
会
議（
C
on
-
greso L
atin
oam
erican
o de T
u-
rism
o M
édico ）
が
コ
ス
タ
リ
カ
で
開催されている。第一回の参加者は四〇〇名を超えた。●医療ツーリズム市場　
世界の医療ツーリズム市場は二
〇〇六年の約六〇 億ドルから成長を続けたとみられる。　
利用者側の背景としてまず重要
なのは、米国の医療 高額化である。米国では、医療費支払いが個人破産の第一理由である（参考文献
④
）。
医
療
費
支
払
い
の
た
め
の
保
険加入は十分ではない。 七年において米国の健康保険未加入者は四九〇〇万人、歯科保険の未加入者
は
さ
ら
に
多
い
一
億
八
〇
〇
万
人
だった。カナダでも歯科への支出は公的より民間が主となっているため、高額治療を要する患者は、外国へ行く可能性がある。　
もうひとつの背景 、公的医療
丸
岡
　
泰
コ
ス
タ
リ
カ
へ
の
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
そ
の
背
景
新自由主義時代のコスタリカ
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制度での治療までの待機期間が長いことである。カナダは米国とは対照的に国民 普遍的医療アクセスに政府が責任を負うが、専門医の治療を受けるま 待機期間長さ故に、外国の医療 選択する患者もある。　
外国の医療を選択する北米人の
数の推計は、たとえば、米国人約五
〇
万
人（
二
〇
〇
六
年
）、
カ
ナ
ダ
人約三〇万人とされる（参考文献⑥
）。
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
目
的
地
と
し
て
世
界
的
に
著
名
な
国
は、
イ
ン
ド、シンガポール、タイ、メキシコ、ブラジル、キューバなどである。このうち患者数最多のインドの成功は 政府の振興策により一〇
年
足
ら
ず
で
達
成
さ
れ
た。
イ
ン
ターネットの発達が市場の可能性を広げてきた。　
コスタリカは米国人の医療ツー
リ
ズ
ム
目
的
地
の
上
位
五
カ
国
に
入
る、
と
さ
れ
る（
参
考
文
献
②
）。
患
者の内訳は米国人が八五％で、カナダ、ヨーロッパ、カリブ諸国がこれに続く。同国への通常の観光客に占める米国人比率三九％、カナダ人比率六％ 合計四五％よりもずっと北米に集中している。　
医療価格の差がこのツーリズム
の推進力である。代理店の経験的
値に基づく価格比較では、高価な順に「米国価格﹀コスタリカ価格﹀
米
国
外
平
均
価
格
」
と
な
る
（表）
。つまり、コスタリカは格安
国ではない。たとえば、ラテンアメリカ諸国の患者はキューバに集まるが、コスタリカ は集まらない。　
コスタリカへの医療ツーリスト
数は正確には把握されていない。が、コスタリカ政府は病院の調査に基づく推計で、二〇〇〇年五〇〇〇人、〇八年には二万〜二万五
〇〇〇人としている。ＰＲＯＭＥＤの発表では、医療ツーリストは〇九年三万人、一〇年三万六〇〇〇人、一一年に四万人、一二年には四万八〇〇 人と順調に増えてきた。全観光客到着数は〇九年に世界経済危機やインフルエンザの流行で対前年比減だったが、医療ツーリズムへの影響は確認されていない。　
コスタリカへの近年の国際観光
客は年間約二〇〇万人のため、医療
ツ
ー
リ
ス
ト
数
は
そ
の
一・
五
〜
二％前後である。ニッチにみえるが、医 ツーリストの支払金額は通常の観光客よりも多い。二 一一年のＰＲＯＣＯＭＥＲの発表によると、医療ツーリスト一人の滞在時支出は六五〇〇〜七〇〇〇ドルで、それは 一人の支
出
一
六
〇
〇
ド
ル
の
四
倍
を
超
え
る。医療ツーリズムによる外貨獲得額は〇九年六〇〇〇万ドル、一一年一億ドル、一二年に 三億三八〇〇万ドルと報道されている。一二年の数字は、コスタリカの全観光収入の約一五％、同 輸出総額の二・ ％に相当する。また、ＩＣＴは、この分野の医療による雇
用
創
出
を
二
万
人
と
推
計
し
て
い
る
。
●美容外科と歯科による発展　
コスタリカへの本格的医療ツー
リズムは一九八〇年代、外国人の安価な美容外科の利用がはじまりとされる。その後、九 マイアミで訓練を受けた医師四人が米国から体系的に外国人を集め始め、患者は急増した 初期の 療ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は、
フ
ェ
イ
ス
リ
フ
ト、ボトックス処置、そして脂肪吸
引
の
こ
と
だ
っ
た（
参
考
文
献
⑦
）。
時
間
の
経
過
と
と
も
に
美
容
外
科の比率が下がり、歯科の比率が上がる傾向がみられた。歯科ではインプラントやホワイトニング、クラウンなど、保険適用外の審美的治療を含む様々の宣伝がネッ上にあふれている。認証制度の他に、器具の素材がアメリカ食品医薬品局（ＦＤＡ）承認であり、米国からの輸入品であること 、信用の材料となる。　
ある案内書は、美容外科と歯科
治療について、コスタリカを最人気五カ国のひとつとする。同書には、最高三の星 数で表した項目別評価があり、コスタリカの美容外
科
と
歯
科
は、
両
方
と
も、
「
旅
行
時間」と「インフラ」が三ツ星ある。また、
「〔お金の〕節約」と
「
英
語
」
に
お
い
て
星
二
つ
で
あ
る
	 表　医療平均コスト	 （ドル）
処置 米国 コスタリカ 米国外平均
美容外科
フェイス /
ネックリフト
6,000-15,000 3,900 2,900
脂肪吸引
（エリアあたり）
2,000-10,000 1,300 1,000
豊胸 4,000-10,000 5,000 3,750
歯　　科
クラウン 500-3,000 225-1,000 170-700
インプラント 1,000-5,000 650-3,000 500-2,200
根管治療 350-860 165-250 125-190
（出所）参考文献⑥ pp.19-23、pp.308-309 より抜粋。代理店の経験的値。
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（参考文献⑥）
。
　
この二専門分野での同国の特徴
をＳＷＯＴ分析（強み・弱み・機会・脅威）の枠組みで整理してみると、まず、米国からの近さとインフラが同国の「強み」である。そ
し
て、
も
う
ひ
と
つ
の「
強
み
」
は、治療経験者の増加であろう。手術数は技術水準の反映であり、患者の経験談は次の患者に影響を与える。また ネットを通じて、評判はすぐ広まる。　
逆に相対的な「弱み」といえる
のは、先述の格安ではない医療費と、
英
語
で
あ
る。
英
語
に
つ
い
て
は、他 案内書も「言葉の問題で計
画
が
遅
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る」とする（参考文献②）
。
　
さらに、この市場でのコスタリ
カへの「機会」は、米国を上回るコスタリカの健康とその関連指標である。たとえば、今日の出生時平均余命（七九・四年） 米国を上回ってい また、二〇〇〇年に
行
わ
れ
た
世
界
保
健
機
構（
Ｗ
Ｈ
Ｏ）のヘルスシステムの序列で同
国
は
三
六
位
と
米
国
を
ひ
と
つ
上
回った。こ ようなコ タリカの健康指標の成果や医療システムの評価は一般の国民向けの公的保健医療政策によるもので、外国人数
万人を受け入れる民間施設の成果と評価ではないが、それでも、これらの指標は適切な保健医療政策の成果であり、衛生水準と医療水準
の
高
さ
を
間
接
的
に
示
し
て
い
る
（参考文献①）
。
　
さらに、電気・通信の高いイン
フラ普及度、主宗教がカトリックであり、民主主義、常備軍廃止自然保護政策などの特徴により、欧米の患者の多くが訪問しやすいことも間接的な「機会」 要素といえる。　
一
方、
「
脅
威
」
は、
米
国
議
会
で
二〇一四年までに医療 険への加入を義務付ける法案が通過したことであろう。もっとも、保険対象外の治療は影響を受けない。　
美容外科と歯科の成功を機に多
様な医療 国際化が進められた眼科手術、肥満 手術、整形外科手術の発達が案内書で報告されて
い
る（
参
考
文
献
②
）。
ま
た
二
〇
一三年のＩＣＴの発表ではサービスの最大の需要は歯科の四二％であり、これに続いて整形外科・婦人科二二％、予防医療一六％、美容
外
科
一
〇
％
で
あ
る（
L
a 
N
ación
, 1
 7
 de julio de 2
0
1
3
）。
●患者受け入れ　
医療ツーリズムに関わる機関に
は、患者にとって窓口となるファシリテーター、治療を行う医療機関、宿泊・休息の場を提供するホテル、回復療養所などがある。　
ファシリテーターはこの分野専
門の代理店である。患者が直接医療
機
関
と
接
触
す
る
こ
と
も
可
能
だ
が、治療 前後をより快適にすごしたい人はこれを利用 き者にとって医 機関の選択は大問題で判断が難しい。患者が判断できない場合には 紹介するファシリテーターに決断 委ねることもできる。その他のサービスは、宿泊施設の紹介や診察用資料の郵送手配、送迎、レストラン・レンタカーの予約、携帯電話手配、通訳、手術後のカウンセリング、マッサージ、融資の案内、コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
な
ど
、
多
様
で
あ
る
。
　
次に、患者が自ら医療機関を選
択する場合、参考となる認証が米国医療施設認定合同委員会国際部（
Join
t C
om
m
ission
 In
tern
a-
tion
al ：
JC
I ）
で
あ
る。
他
に
も
制
度はあるが、ＪＣＩがもっとも影響力がある。非営利団体ＪＣＩは一
九
九
〇
年
代
の
後
半
に
ア
ジ
ア、
ヨーロッパ、中東、南米など、米
国外の病院を調査し、認証するために設立された。二〇一三年、世界のＪＣＩ認証取得病院は五七カ国三七五病院に及ぶ。コスタリカのＪＣＩ認証取得経験をもつ病院は三つあるが、うち一施設は取得後認証取り下げとなっている。現在
Ｊ
Ｃ
Ｉ
認
証
取
得
済
み
は
ク
リ
ニ
カ・
ビ
ブ
リ
カ
と
Ｃ
Ｉ
Ｍ
Ａ（
C
en
-
tro In
tern
acion
al de M
edicin
a ）
の二つである。両者ともサン・ホセ市とその近郊にある。　
クリニカ・ビブリカは一九二〇
年代、プロテスタント宣教師により設立された老舗医療機関だが、九〇年代に民間投資家に売却された。〇九年発行の案内書には、同病院の五 〇〇万ドルのインフラと三五〇〇万ドルの新施設が米国の施設に比肩するとしてある。部屋数一二〇室、医師数は二〇〇名で、医師は欧米で訓練を受けたとさ
れ
る（
参
考
文
献
⑥
）。
翌
一
〇
年
発表の調査には、次の事実の紹介がある。同病院は米国ニューオーリーンズのテュレーン大学との提携を有する。同病院は、美容整形や歯科医ケアを外部委託していたが、その内部化を進めようとしている。この病院は一フロア全てが医療ツーリズム部であ 英語ス
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タッフが配置されている。ここで月約四〇人、全患者の約二〇％を占める外国人患者に医療が提供される。患者の九五％は米国人で、主
に
フ
ロ
リ
ダ
州、
テ
キ
サ
ス
州、
ニューヨーク州、コロラド州から来ている。患者がよく利用する処置は、美容外科、とりわけフェイス
リ
フ
ト、
脂
肪
吸
引、
バ
ス
ト
形
成、
腹
壁
形
成
術、
胃
バ
イ
パ
ス
手
術、整形外科手術である（参考文献⑦）
。
　
次に、ＣＩＭＡは二〇〇〇年設
立
と
新
し
い。
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル・ホスピタル・コーポレーションが経営する。ダラスのベイラー大学医療センター所属であり、ラテンアメリカにあ 同様の八施設のひとつである。これは、国内でも
っ
と
も
企
業
的
な
医
療
施
設
で
あ
る。〇九年出版の案内書 は、ＣＩＭＡは専門分野五〇超、医師一六〇人、規模拡大中であり、患者の
二
五
％
超
が
外
国
人、
等
と
あ
る
（参考文献⑥）
。翌一〇年発表の調
査では、以下のような紹介がなされている。医師は四〇〇人、外国人患者専用部署があり、ラテンアメリカで唯一、米国退役軍人省の認証を受け退役軍人に 療提供をしている。ＩＭＡＸシアターとヘ
リパッドを備え、保険事務と問題解決専門の管理部を持つ。また、術後ケアの統合 進めている（参考文献⑦）
。
　
回復療養所やホテルは外来のみ
の医療施設を利用する場 や、治療
後
休
養
し
た
い
場
合
に
必
要
と
な
る。回復療養所はコスタ カ独自の領域とされる。売り物は看護師の常駐、空港・ 送迎、三食、お茶、歯科患者専用の柔らかい食事、インターネット、外国語対
応
職
員、
ロ
ビ
ー・
プ
ー
ル、
景
色、近隣での買い物等である（参考文献②④）
。
●新拠点の形成　
コ
ス
タ
リ
カ
の
民
間
医
療
部
門
は
今、設備や機材へ 投資が相次いでいる。その代表例が、二〇一〇年以降に実現された、コスタリカ北西部グアナカステ県へのクリニカ・ビブリカとＣＩＭＡの進出である。前者の計画は総額四〇〇〇万ドル、後者は一億二五〇〇万ドル
と
発
表
さ
れ
て
い
る（
参
考
文
献
⑤）
。
　
これらの新規投資によりこれま
でサン・ホセとその近郊に集中していた民間医療施設が、新しい拠点を形成したといえる。グアナカ
ステ県は外国人・引退生活者の魅力的な住空間である。太平洋側のビーチの大規模観光開発とゴルフ場
な
ど
リ
ゾ
ー
ト
開
発
が
進
ん
で
お
り、海外から 直接投資が活 である。また、入口となるリベリアの国際空港はサン・ホセの国際空港に次ぎ利用者数国内第二位である。両病院はともに空港とビーチからのアクセスが良い。　
二病院の進出はグアナカステの
優れた投資環境の反映である この新拠点は今後さら 、外国人・引退生活者向けの医療と観光・レジャー関連の投資を呼ぶ可能性がある。（ま
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